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◆男性は50歳前後から、女性は20歳頃から”がん”にかかる人が増えています。
２人に１人は“がん”にかかる時代だからこそ、早期発見が大切です。

出典：岐阜県衛生年報（令和６年）

西濃保健所 健康だより
～『がん検診』～ 作成:2026.秋

働く世代の
健康づくりを

サポートします!!

今回は『がん検診』をテーマに健康情報をお届けします。
がんについて正しく知り、がん検診を定期的に受けましょう！

”がん”は、死因の中で最も多く、岐阜県では年間６千人以上の方が亡くなっています。
特に、働く世代では死因の上位を占めており、 最も身近な病気です。

岐阜県の5歳階級年齢別の死因（令和6年）

年齢 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

総　数 がん 老衰 心疾患 脳血管疾患 肺炎

１５～１９ 自殺 不慮の事故 がん

２０～２４ 自殺 不慮の事故 がん 心疾患 脳血管疾患

２５～２９ 自殺 がん 不慮の事故 先天奇形

３０～３４ 自殺 がん 心疾患 不慮の事故 肝疾患

３５～３９ 自殺 がん 心疾患 脳血管疾患 不慮の事故

４０～４４ 自殺 がん 心疾患 不慮の事故 脳血管疾患

４５～４９ がん 心疾患 自殺 脳血管疾患 不慮の事故

５０～５４ がん 心疾患 自殺 脳血管疾患 不慮の事故

５５～５９ がん 心疾患 脳血管疾患 不慮の事故 自殺

６０～６４ がん 心疾患 自殺 脳血管疾患 不慮の事故

６５～６９ がん 心疾患 脳血管疾患 不慮の事故 肺炎

７０～７４ がん 心疾患 脳血管疾患 不慮の事故 肺炎

７５～７９ がん 心疾患 脳血管疾患 老衰 不慮の事故

８０～８４ がん 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

  ８５～　 老衰 心疾患 がん 脳血管疾患 肺炎

がん検診を受けましょう

～身近な病気だからこそ、早期発見が大切です～

出典：「岐阜県のがん登録」 －2021年次集計結果－
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日本のがん検診受診率はOECD（経済協力開発機構）加盟国諸国と比較して、
40％台と低い状況です。

がん検診受診率の国際比較（乳がん検診、子宮頸がん検診）
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出典：がんの統計2026
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【お問い合わせ先】

岐阜県西濃保健所 健康増進課 健康づくり係
電 話: (0584)73-1111（内線295,474）

                           E-mail:  c22703@pref.gifu.lg.jp

バリウム検査
胃内視鏡検査

便潜血検査

マンモグラフィー検査

胸部レントゲン検査

HPV単独法
細胞診検査・内診
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50歳以上の男女で2年に1回
※バリウム検査は当面は40歳
以上に年1回可

40歳以上の男女

40歳以上の女性
2年に1回

40歳以上の男女

20歳以上の女性
2年に1回

◆職場でがん検診を受ける機会のない方へ◆
お住まいの市町村でがん検診を受診することができます。

   ※実施日、申込方法、費用やお問い合わせ先は西濃保健所HPの ☞コチラから
「がん検診の実施体制一覧」 をご確認ください。

この「５つのがん検診」は、早期発見と治療により死亡率低下が科学的に
証明されています。
早期に見つけられれば、がんは決して怖い病気ではありません。

～国が推奨する５つのがん検診～

岐阜県では、がんと診断された際に多くの人が不安を感じる項目について、
具体的な対応をリストアップしたリーフレットを作成しています。
リーフレットには、がん相談支援センターや信頼できるインターネット情報も
掲載しています。 ☞コチラから

もし、がんと言われたら・・・

『がんと言われたときに考えるヒントリスト』をご活用ください！

～がん予防のための生活習慣～

『５つの健康習慣』を実践することで、がんリスクをほぼ半減させることが期待できる
と報告されています。

・減塩しましょう
・野菜と果物を食べましょう
・熱い飲み物、食べ物は冷ま
してから

・たばこを吸わないように
しましょう

・他人のたばこの煙を避け
ましょう

＜その１＞

禁煙しましょう！

・少量の飲酒でも発症リスク
を上げることがあります

＜その２＞

節酒に心がけましょう！
＜その３＞

食生活を見直しましょう！

・18～64歳の方は1日60分程度の歩行や
同等以上の強度の身体活動を、

・65歳以上の方は毎日40分程度の身体
活動をしましょう

＜その４＞

適度に身体を動かしましょう！

*BMI=体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

・定期的に体重を測り、BMI*が25以上に
ならないようチェックしましょう

＜その５＞

適正体重を維持しましょう！

出典：厚生労働省がん予防・健診リーフレット
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